
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別添資料１‐①
保育学習　　ロールプレイ１
進め方
１　グループで役割を決め，その人の気持ちになって台詞を言い合う。一通り読み上げたら，役割を交代してせりふを言い合う。他の人はよく聞いてそれぞれの気持ちを考える。
  ２　共感したこと，理解できなかったこと，分からないことがあれば（　　　）に記入する。
  ３　グループでの話し合い後，「この学習を通して考えたこと」の記入欄に各自の考えを書く。
 登場人物：もうすぐ親になる「たくや」と「かおり」　
  かおり：「今日から産休に入ったよ。出産予定日まで約１か月半。男の子かな。女の子かな」　      　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  たくや：「楽しみだね。明日からは少しのんびり過ごすといいよ」
　かおり：「生まれてからは，私が先に６か月の育児休業を取るから，あなたは後半の６か月をお願いね」
        　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  たくや：「うん。がんばるよ。会社では育児休暇を取った上司が理解をしてくれたおかげで，６　　　　　　　か月は長いけどおおむねみんな賛成してくれてよかったよ」
        　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　かおり：「課長さんはお子さんが生まれて２週間の育児休暇を取ったのよね」
      　  （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　たくや：「そうだよ。イクメン課長と呼ばれているよ」
    　    （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
－○○ちゃん誕生１ヶ月後－
                        － 赤ちゃんが夜中もずっと泣いていて眠れていない－
　かおり：「おはよう。○○ちゃんがやっと寝てくれたのが４時過ぎ。朝御飯ができたよ。簡単なもので，ごめんね。どうぞ」
　    　  （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　たくや：「おはよう。それは大変だったね。昼間に眠るといいよ。今夜は早く帰るようにするか　　　　　　　ら」
        　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
－その日の夕方－
たくやからのメール「ごめん。どうしても残業で帰りが遅くなるよ」
　かおり：今日は○○ちゃんが一日中泣いていて買い物にも行けなかった。夕飯どうしよう。
        （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  たくや：「ただいま。遅くなってごめん。出来合いのものだけど，夕飯買ってきたよ。僕がこの子　　　　　　　を見ているから先に食べたらいいよ」
         （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　－ある週末－　　　　　　　　　　　　　　　　別添資料１‐②
　たくや：「やっと週末だ。クタクタだよ。でも今夜は僕がこの子と眠るから君は一人で寝たらい　　　　　　　いよ」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　かおり：「いいの？ずっと泣いていて眠れないかもしれないよ」
　たくや：「大丈夫。今夜眠れなくても明日眠れればいいよ。たまには君もゆっくり寝たいよね」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
－夕飯時－
　かおり：「あ，○○ちゃんが泣いている。おむつかな」
　たくや：「いいよ。僕が替えるよ。君は食べて」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　かおり：「ありがとう」
　たくや：「お～い。かおり～。来てくれないか」
　かおり：「なあに。どうしたの？」
　たくや：「どうやらウンチみたいだ。頼むよ」
　かおり：「ママ友も言ってたけど，どうしてパパはウンチのおむつが替えられないのかな？」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
注１「産前・産後休業」・・・妊産婦が母体保護のためにとる休業期間。産前６週間，産後８週間
「産休」といわれる。労働基準法より。
注２「育児休業」・・・子が１歳になるまでの間育児休業をすることができる。一定の場合には１歳６か月に達するまで延長できる。（例・保育所に入所を希望しているが入所できない場合）。法律に基づいて取得することのできる休業制度。「育休」という。育児・介護休業法より。
注３「育児休暇」・・・休暇中に育児をする，育児のために有給休暇を取得すること。短期　　　　　　　　　　　　　 　　 間であることが多い。こちらも「育休」という。
注４「イクメン」・・・「子育てを楽しみ，自身も成長する男性」を表す。
　　　　<参考資料>　
『毎日新聞2012／10／19朝刊　「イクメン」が日本を救う　国際医療福祉大大学院教授　大熊　由紀子』
・「イクメンを結婚相手に選ぶ女性は，イケメンを選ぶ女性の４倍」というユニークな調査結果もある。
       　 ・イクメンは早く帰宅するため，業務効率は格段に向上する。
・言葉が通じない赤ん坊や地域のさまざまな人とやりとりする中でコミュニケーション能力が培われる。
・北欧ではイクメンが増えたことで中高年男性の自殺率が減り，経営陣の育休取得率は平社員より高い。
　　　　　　　　　　　
この学習を通して思ったこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別添資料２‐①
保育実習　　ロールプレイ２
進め方
１　グループで役割を決め，その人の気持ちになってせりふを言い合う。一通り読み上げたら，役割を交代してせりふを言い合う。他の人はよく聞いてそれぞれの気持ちを考える。
  ２　共感したこと，理解できなかったこと，分からないことがあれば（　　　）に記入する。
  ３　文中①～③のせりふを入れてみる。
  ４　グループでの話し合い後，「この学習を通して考えたこと」の記入欄に各自の考えを書く。
  登場人物　子どもが誕生したばかりの「まりこ」と「じゅんぺい」　
  まりこ・・・育児休業中。本当は仕事に早く復帰したいが，夫も自分も実家から離れたところで　　　　　　　暮らしており，親の助けは得られない。６か月育児休業を申請した。　
  じゅんぺい・・・育児には，どう関わっていいか分からない。子育ては，母親がやるものだと思っている。（会社では育児休暇を取った男性社員はいない）
－ある平日の夜中。赤ちゃんが泣きやまない－
  まりこ：（あー，また夜泣きだ。○○くん，今日は昼間もぐずってずっと泣いていたから，私，疲れて起きられないよー。泣きやんでくれないかな）
  じゅんぺい：（さっきから泣いているのに，なんで起きて抱っこしないんだろう。僕は明日も仕事で大変なんだ。眠れないよ）
  じゅんぺい：「おい。ずっと泣いているから，抱っこしてやれよ」
        （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　まりこ：「今，そうしようと思っていたところよ。あなたが抱っこしてあげればいいじゃない」
        （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　じゅんぺい：「僕は明日仕事だよ。眠らせてくれよ」
        （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　まりこ：（私だって疲れてるのに。あなたは仕事っていうけど，私は，やりたい仕事を休んで育児をしているのよ）
         （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　                               －ある日の夜遅く－
　じゅんぺい：「ただいま。今日は今度海外へ転勤するＡ雄の送別会だったよ。俺も海外勤務した　　　　　　　　いな」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　まりこ：「ねえねえ。今日はほんの少しだけど寝返りができそうだったよ」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
別添資料２‐②
じゅんぺい：「そうだ。今日，ランチを食べたお店さあ，結婚する前に君と行った○○だっ　　　　　　　　　　 たよ。メニューも変わってなかったよ」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　まりこ：「①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　じゅんぺい：「②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　まりこ：「③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
  じゅんぺい：「俺の会社では育児休暇さえ取った男性はいないよ。そんな中でとれるわけがない　　　　　　　　じゃないか」
           （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  まりこ：「じゃああなたが第１号になったらいいじゃない。今日も○○県の社員が「育児休暇」　　　　　　を５日間取ったって新聞記事で見たよ」
            （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　じゅんぺい：「そんなことをしたら出世できなくなるよ。海外勤務なんて行けっこない」
            （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  まりこ：「私たち，子どもが生まれてとってもうれしかったのに。どうしてこんなふうになっちゃうんだろう」
             （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  寝返り・・・おもに５～６か月頃からできるようになる。（個人差あり）
　
　この学習を通して考えたこと
   　　                         
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別添資料３‐①
保育学習　ロールプレイ３
進め方
  １　グループで役割を決め，その人の気持ちになってせりふを言い合う。一通り読み上げたら，役割を交代してせりふを言い合う。他の人はよく聞いてそれぞれの気持ちを考える。
  ２　共感したこと，理解できなかったこと，分からないことがあれば（　　　）に記入する。
　３　最後の春子の「　＊　」に，どんな言葉を入れるとよいか考える。
  ４　グループで話し合い後，「この学習を通して考えたこと」の記入欄に各自の考えを書く。
   登場人物　母親「春子」　子ども「小夏」（３歳）
－朝食時－
　　春子：「小夏，卵焼きも残さないで食べなさい」
　　小夏：「いや。卵焼きは嫌い」
　　春子：「じゃあ今度はゆで卵にするから今日はこの卵焼きを食べよう。お母さん一生懸命　　　　　　　　作ったんだよ」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　小夏：「いらない。卵は嫌いなの」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
－おやつの時間－
　　春子：「今日のおやつはホットケーキ。でも小夏は食べないんだよね」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　小夏：「食べる，食べる。ホットケーキ大好き。食べるよ」
　　春子：「あれ？小夏は卵を食べないんじゃなかったけ？ホットケーキには卵が入ってるよ。卵は嫌いだよね」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　小夏：「卵は嫌いだけど，ホットケーキは好きなの」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　春子：「お料理に入ってる卵もおやつに入ってる卵も同じだよ。だからどちらも食べて欲　　　　　　　　 しいな」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　小夏：「　…　」
    春子：「ホットケーキおいしそうに焼けたよ～。小夏も食べる？」
　　小夏：「いいの？」
    春子ママ：「いいよ。明日からは卵料理も食べてね」
          （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　小夏：「うん」
－次の日－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別添資料３‐②
　　春子：「はい。小夏。ゆで卵むいたよ。どうぞ」
    小夏：「　…　」
    春子「食べないの？昨日約束したよね？」
    小夏：「うん。でもやっぱり卵は嫌い」
    春子：「　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　この学習を通して考えたこと
<参考資料>　
『毎日新聞2012／８／14夕刊　未来の自由に向けた教え　アサツーディ・ケイ200 Xファミリーデザイン室長　岩村暢子』
別添資料４‐①
ロールプレイ１　（　　　）内の記入及び「この学習を通して思ったこと」
評価の判断基準（技能）
	Ａ
	シナリオに関する育児への理解・協力について，感想並びに全体を通した自分の考えをさまざまな観点から記入することができている。　 

	Ｂ
	シナリオに関する育児への理解・協力について，感想並びに全体を通した自分の考えを記入することができている。

	Ｃ
	 シナリオに関する育児への理解・協力について，感想を述べることができている。
（全体を通して自分の考えも述べることはできていない。）


ロールプレイ２　　
１　（　　　）内の記入　　評価の判断基準（技能）
	Ａ
	シナリオに関する育児への理解・協力について，感想を広い視野をもち，記入することができている。　

	Ｂ
	シナリオに関する育児への理解・協力について，感想を記入することができている。

	Ｃ
	 シナリオに関する育児への理解・協力について，必要性に気付いている。
（感想を述べることができていない）


２　シナリオ内の「①　」「②　」「③　」について　評価の判断基準（思考・判断・表現）
	Ａ
	育児への理解・協力について，自らの知識や経験を踏まえて考えを豊かに表現することができている。 

	Ｂ
	育児への理解・協力について，自らの知識や経験を踏まえて考え，表現することができている。

	Ｃ
	育児への理解・協力について，課題に向かうことはできている。
（自らの考えをまとめることができていない）


　　３　「この学習を通して考えたこと」　評価の判断基準（思考・判断・表現）
	Ａ
	実社会の子育てについての現状と課題に向き合い，自らの知識や経験を踏まえて考えを様々な観点から表現することができている。 

	Ｂ
	シナリオの内容について全体を把握し，自らの知識や経験を踏まえて考え，表現することができている。

	Ｃ
	 シナリオの内容について，課題に向かうことはできている。
（考えをまとめることができていない）


別添資料４‐②
ロールプレイ３　　
１　（　　　）内の記入　　評価の判断基準（技能）
	Ａ
	シナリオに関する子育ての事例について，感想を適切に記入することができている。　 

	Ｂ
	シナリオに関する子育ての事例について，感想を記入することができている。

	Ｃ
	 シナリオに関する子育ての事例について，課題に向かうことはできている。
（感想を述べることができていない）


２　シナリオ内の「＊　　　　　　　」について　評価の判断基準（思考・判断・表現）
	Ａ
	食事のしつけ（好き嫌いをなくす）について，自らの知識や経験を踏まえて考えを的確に表現することができている。 

	Ｂ
	食事のしつけ（好き嫌いをなくす）について，自分の考えを表現することができている。

	Ｃ
	食事のしつけ（好き嫌いをなくす）について，課題に向かうことはできている。
（自らの考えを表現することができていない）


　　３　「この学習を通して考えたこと」　評価の判断基準（思考・判断・表現）
	Ａ
	食事のしつけ（好き嫌いをなくす）について，お互いの考えを伝え合い，自分の考えや集団の考えを発展させることができた。

	Ｂ
	食事のしつけ（好き嫌いをなくす）について，お互いの考えを伝え合い，自分の考え，または集団の考えを発展させることができた。

	Ｃ
	食事のしつけ（好き嫌いをなくす）について，お互いの考えを伝え合うことができている。
（自分の考えや集団の考えを発展させることはできていない）



